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令和 6 年６月定例教育委員会会議録 

 

１．日時 

令和 6 年 6 月 18 日（火曜日） 

午後 1 時 54 分開会、午後 2 時 29 分閉会 

 

２．場所 

条里南庁舎会議室 

 

３．出席教育委員 

佐々木 雅子 

中村 千寿子 

加賀谷 ⾧吉 

二階堂 衛
まもる

 

 

４．出席者 

教育⾧ 伊藤 孝俊 

教育総務部⾧ 佐藤 耕樹 

教育指導部⾧ 岡固 敦 
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教育総務部次⾧ 近江 秀和 

生涯学習課⾧ 木村 智子 

生涯学習課主幹 木村 雅美 

スポーツ振興課⾧ 進藤 倫
とも

啓
のり

 

文化財保護課⾧ 信太 正樹 

文化財保護課主幹 石田 正明 

図書館課⾧ 髙橋 秀明 

教育指導課⾧ 赤川 美和子 

学校教育課⾧ 佐藤 隆
たか

徳
のり

 

学校給食課⾧ 遠藤 督士
よしひと

 

 

５．会議書記 

教育総務課課⾧代理 小田嶋
お だ し ま

 あけみ 

教育総務課参事 冨山 直美 

 

６．会議要旨 

●伊藤教育⾧  

皆さんお揃いですので、ただ今より令和 6 年 6 月定例教育委員会

を開催いたします。会議録署名委員は、2 番、中村委員と 3 番、加賀

谷委員にお願いします。参与はお集まりの部⾧、次⾧、課⾧、主幹。
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書記は教育総務課担当にお願いします。それでは、次第の 3 の教育

⾧報告に入ります。5 月 22 日から 6 月 17 日までの主な参加行事等

についてご報告いたします。5 月 22 日、校⾧会の定例会がございま

した。同日午後より定例教育委員会があり、翌 23 日、第 1 回県南教

育⾧会議がございました。新年度、各教育委員会でどんな事業を展開

するか等々についての情報交換会ということで開催されました。27

日から市議会 6 月定例会が始まりました。28 日でありますが、公益

財団法人日本公衆電話会秋田支部様より子ども手帳を寄贈いただき

ました。また横手市教育推進委員会研究主任部会が行われまして、こ

れからの横手市の研究テーマについて、お話をさせていただいてお

ります。29 日、定例記者会見の後、秋田市役所において、秋田県都

市教育⾧協議会の総会、また市町村教育委員会連合会の定期総会に

出席をいたしました。30 日、市議会 6 月定例会における教育委員会

の一般質問答弁原稿検討会、同日、租税教育推進協議会定期総会が開

催されました。31 日、市議会 6 月定例会における市の一般質問答弁

原稿検討会が行われました。6 月 3 日から 4 日まで、市議会 6 月定

例会の一般質問が行われました。6 日には、生涯学習奨励員協議会総

会、第 56 回横手市小学校陸上競技大会に参加をしております。7 日

には、小中学校の教頭会全体研修会でご挨拶をさせていただきまし

た。10 日、10 月に行われる「横手駅東口まつり 2024」実行委員会
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に参加をいたしました。12 日、横手わか杉カップの実行委員会、13

日には、市議会 6 月定例会の本会議が行われまして、この日をもっ

て閉会をいたしました。15 日から 16 日にかけて、横手市中学校総合

体育大会が行われました。実は、15 日は、大変高温となる天気予報

が出ておりましたので、前々日の木曜日、13 日の午後に市議会 6 月

定例会終了後ですが、校⾧の代表や中学校体育連盟の会⾧等とお会

いをして、熱中症対策のための打ち合わせをしました。その結果、今

回の総体は開始時間を競技によっては早めたり、競技間の指定時間

のインターバルを⾧くしたり等々、競技によって対策を講じたとこ

ろであります。そのために、スクールバスの運行時間が大幅に変更に

なりまして、学校教育課のほうでは丁寧に対応していただき、大きな

事故もなく無事に大会を終えることができました。ただいまの報告

につきまして、何かご質問等がございましたらお願いします。 

【なし】 

●伊藤教育⾧ 

ないようですので、4 の議事に入ります。日程第 1、議案第 26 号、 

横手市学校給食センター設置条例施行規則の一部を改正する規則に

ついてを議題といたします。説明をお願いします。 

●学校給食課⾧ 

【資料に基づき説明】 
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●伊藤教育⾧ 

ただいまの説明につきまして、何かご質問ございましたらお願い

いたします。 

●中村委員 

 これは、今後もずっと続いていくということでしょうか。 

●学校給食課⾧ 

 この事業につきましては、今後も続いていくということでござい

ます。 

●伊藤教育⾧ 

ほかにございませんか。 

【なし】 

●伊藤教育⾧ 

ないようですので、日程第１、議案第 26 号、横手市学校給食セン

ター設置条例施行規則の一部を改正する規則について、ご承認いた

だけますでしょうか。 

【異議なし】 

●伊藤教育⾧ 

ご異議ないようですので、本件を承認とさせていただきます。次に、

日程第 2、議案第 27 号、横手市指定有形文化財の指定についてを議

題といたします。説明をお願いします。 
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●文化財保護課⾧ 

【資料に基づき説明】 

●伊藤教育⾧ 

ただいまの説明につきまして、ご質問等ございましたらお願いい

たします。 

●加賀谷委員 

経筒の中身には、断片も何もなかったのでしょうか。 

●文化財保護課⾧ 

明治 22 年に発見された際は、土のようなものが入っていたという

記録が残っておりますが、おそらく腐ってしまって紙としては残っ

てなかったようです。 

●加賀谷委員 

例えば木片とか何か、そういうものは。 

●文化財保護課⾧ 

 木片等については、記録には載っておりませんでした。 

●伊藤教育⾧ 

ほかにございませんか。 

【なし】 

●伊藤教育⾧ 

ないようですので、日程第 2、議案第 27 号、横手市指定有形文化
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財の指定について、ご承認いただけますでしょうか。 

【異議なし】 

●伊藤教育⾧ 

ご異議ないようですので、日程第 2、議案第 27 号を承認とさせて

いただきます。次に、5、その他に移ります。（1）各課等事業報告を

お願いします。 

●各課⾧等 

【資料に基づき説明】 

●伊藤教育⾧ 

各課より報告がありました。何かご質問やご意見ありましたらお

願いいたします。 

●加賀谷委員 

文化財にお尋ねします。金沢城の城と書いたものはあまり見かけ

ない。金沢柵のほうが目にしているようなので、城に移った経緯を教

えてください。 

●文化財保護課⾧ 

地元の方はずっと金沢柵ということで、平安時代末の後三年合戦

の戦場として皆さん認識をして、そのようにいろんな印刷物などに

書かれておりましたけれども、実際は室町時代から戦国時代にかけ

て城としても使われていたことが当時の記録にも残っています。今



8 

 

の見える形としては、室町から戦国時代、安土桃山時代にかけて造ら

れた形を、我々が今見ているということになります。これまで公式見

解としては、後三年合戦の金沢柵の調査ということでずっとやって

きたんですけれども、その過程で中世のお城としてのいろんな堀で

すとか、平たくした所ですとか、あるいは土器、陶器、輸入陶磁器で

すとか、そういったものがたくさん確認されております。そういった

ところを改めて評価してまとめようということで今現在進めている

ところですので、金沢柵の推定地でもありますし、お城でもあるとい

うふうに認識していただければいいのかなと思います。 

●二階堂委員 

 何の機会にそう入れ替わったのかということをおっしゃりたいん

ですかね。 

●加賀谷委員 

そういうことも含めて、要するに、城という文字を使い出したきっ

かけというか。 

●文化財保護課⾧  

実は登録されている遺跡の名称としては、昭和の中頃からずっと

金沢城ということで遺跡の登録はされております。というのは、やは

り今見える形が中世の人たちが作った形だからということになりま

す。あと、同じ場所に二つの時代のものが重なっているということは、
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ずっと認識されていた訳ですけれども、このたび金沢城跡の名前を

出しているのは、中世の部分の城としての使われ方を改めて確認を

し、研究者の方に評価していただいて、報告書にまとめようというこ

とで今動いています。今年度やろうとしていることは、中世の時代の

城としてのあの場所を評価するということの報告をするということ

で、先ほど金沢城という言葉を使わせていただきました。外部に説明

するときも、あの場所は金沢柵の推定地であるけれど、中世で使われ

ていた城でもあるということは、これまでも言ってきており、中世の

話をするときは、金沢城という言葉の方を使い、平安時代の話をする

ときは金沢柵の推定地であるという話をしております。金沢城で統

一するつもりは我々としてもありません。その時代を評価するとき

に、その時代の城とか、あるいは柵という名前を使う。そういったス

タンスでおります。 

●加賀谷委員 

 そうすれば金沢そのものの後半部分が城という、要するに安倍氏

のあの時代は前半部分に当たる柵と解釈していいんでしょうかね。 

●文化財保護課⾧ 

 柵という表現が平安時代に使われる言葉。城という言葉は、なくは

ないんですけれども、あまり使われる言葉ではなくて、東北地方で造

られていた、地域の豪族みたいな人たちの造ってきた砦的なものは
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柵という表現を使ってきました。ただその柵という表現は、鎌倉時代

以降は使われなくなります。それ以降は、主に館
たて

という表現になりま

す。この地域も館
たて

という表現が一般的なんですけれども、この地域で

中世の記録というのはあまり残っておりません。小野寺氏が滅ぼさ

れたせいもあるんですけれども、どちらかというと、この地域の過去

のことを調べるためには、江戸時代の文献を探るしかないんですが、

江戸時代の文献には割と金沢城、城という言葉で出てきます。それで

城という言葉を使っているということでございます。 

●加賀谷委員 

 ということは、今後は城。その時代背景も当然加味するんでしょう

けれども、城を主に使っていくということでしょうか。 

●文化財保護課⾧ 

その時代を評価するときに、その時代に合った言葉を使うという

ことですので、戦国時代の金沢の話をするときは金沢城という言葉

を使いますし、平安時代の話をするときは金沢柵という言葉を使い

ます。そういうふうに使い分けをしていきます。 

●加賀谷委員 

 ちょっとくぼみになった所、みんな空堀だとか何とかってよく言

ってるけども、ちょっとそうかなと思いつつも見てるんだけれども、

やっぱりそういう評価なもんですかね。 
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●文化財保護課⾧ 

昨年から今年の春にかけて、東京にある江戸東京博物館の学芸員

さんで、今、日本でお城について一番詳しい齋藤慎一さんという方に

金沢城を通算 6 日間ぐらいずっと調査してもらいました。これまで

空堀の跡だと言われる所が、実は 10 か所以上あり、そこを見ていた

だいたんですが、その先生の評価としては、戦国時代から安土桃山時

代に造られたものであろうというような評価でした。その前の段階

の金沢柵の段階で、もしかしたら空堀があったかもしれないんです

けれども、それをもしかしたら拡大して新しいものを造ったかもし

れませんし、堀だけ見て年代を当てるのは非常に難しいので、先生も

断言はしなかったんですが、構造全体から見て、おそらく戦国から安

土桃山時代の構造だろうという評価をいただいております。もし金

沢柵の時代のものがあったとしても、後の時代に大規模な大工事が

行われておりますので、戦国時代のですね、ですので削られてしまっ

たり、埋められてしまったりしている可能性が高いのではないかな

と評価していただいております。 

●伊藤教育⾧ 

 他にございませんか。 

【なし】 

●加賀谷委員 
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 もう１点いいですか。教育指導課に。記載事項と全く関係ないんで

すけれども、今、登下校のヘルメット着用をすごく励行して、ちゃん

とやっているなとは思うんですけれども、放課後とか、休みの日とか、

ヘルメットを被っているのをあまり見かけない。ノーヘルが多いの

じゃないのかな。そういう気のせいですけれども、何も意味ないんじ

ゃないかなという気はしているんです。そこら辺はどうでしょうか。 

●教育指導課⾧ 

大変よく見ていただきまして、ありがとうございます。学校では、

何のためにヘルメットが必要なのかというところについて、この後

も継続して注意喚起を図ってまいりたいと思います。地域からは、暑

くなってきますと、逆にヘルメットを被ることの熱中症の心配など

のご意見をいただいたり、また、中にはヘルメットを正しく被ってい

ない生徒がいて心配だというような様々なご意見をいただいており

ます。学校では継続して、子どもたちの自分の命は自分で守るという

指導を踏まえながら、注意喚起を行ってまいりたいと思いますので、

この後もどうぞよろしくお願いいたします。 

●伊藤教育⾧ 

 ほかにございませんか。 

【なし】 

●伊藤教育⾧ 
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ないようですので、（2）その他に入ります。何かありましたらお願

いします。 

【なし】 

●伊藤教育⾧ 

ないようですので、これで 6 月の定例教育委員会を終了いたしま

す。お疲れさまでした。 

 

会議の顛末を記録し、その正当なることを記するため署名する。 

令和６年 7 月 26 日 

教育委員 加賀谷 ⾧吉 

教育委員 中村 千寿子 

 


